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皆さん、こんにちは。ただいま紹介にあず
かりました橋本でございます。
きょうは、３時過ぎまで、皆さんと一緒に
このテーマについて時間を過ごしたいと思い
ます。よろしくお願いいたします。
先ほどご紹介がありましたように、本日の
テーマは、｢特別支援教育に役立つ子どもへ
の関わり方⑵ －支援者と親、それぞれの立
場から－」ということでお話しさせていただ
きます。
昨年度、本講座で「発達障害を抱えた子ど
もへの理解と対応の仕方、教育者、支援者と
して子どもや母親とともに」というテーマで
お話をさせていただきました。本年の11月に
「発達障害の理解と支援 －学校・園におけ
る発達障害の気づきと対応－」ということで、
これはシンポジウムで話題提供をさせていた
だきました。
今日のテーマにつきましては、シリーズと
いいますか、その流れとして、特別支援教育
での支援者や保護者の立場からのかかわり方
についてお話しをさせていただきたいと思い
ます。
前回までの講座をお聞きいただいている方
も、いただいていない方もたくさんいらっ
しゃると思いますので、最初に前回までのお
さらいといいますか、ざっと前回にお話しさ
せていただきましたところを少し紹介させて
いただいて、その後、今日のテーマについて
皆様と一緒に、私のお伝えしたいこと、日ご
ろ実践していますことや考えていますこと、

そして研究の末端などを含めてお話しさせて
いただけたらと思っています。
お伝えしたいことがたくさんありまして。
お手元に資料をお配りしていると思いますが、
この項目を見ていただいて、すごく欲張って
盛りだくさんに挙げてしまったなってお気づ
きだと思うんですが、その中で、きょう時間
の許す範囲でお伝えできることをお話しでき
たらなと思いますので、どうぞよろしくお願
いいたします。
では、早速パワーポイントを使いながらお
話をさせていただきたいと思います。よろし
くお願いいたします。
特殊教育、障害児教育と言われるものから、
特別支援教育に名称が変わっただけでなくて
中身が随分変わってきました。そのことにつ
いて少しおさらいしていきながら、私自身が
発達障害の子どもさんたちの支援にかかわり
ながら、携わってどのようなことを日ごろ感
じたり、学んだりさせていただいているのか
というお話になります。
適正就学という言葉を日ごろ現場の先生方
や支援者の方々はよくお聞きになると思うん
ですが、要するに一人一人の子どもたちが幼
稚園、小学校、中学校、義務教育を終えるま
での間、どこで学ぶのか、就学するのが適切
かということを検討していく。これは適正就
学というのがどこの自治体にもあります。そ
れぞれが委員会形式でシステムをつくって、
組織をつくって検討していくわけですけれ
ど、名称は多少自治体によって違っています。
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そのあたりのところで少しお話ができたらと
いうことと、本学では学校現場と大学と、具
体的には私の研究室であったり、いろいろな
形でかかわっておられる関係機関、そういう
ところとの個別の支援、特別支援教育の支援
員という名称だったり、個別の支援のボラン
ティアであったり、学校の実習の一環であっ
たり、大学院の場合は、臨床心理実習といい
まして、ここは大学院が臨床心理士のⅠ種指
定校ですので、その実習という形で入るとい
う形で、さまざまに連携をしていっています。
そのあたりから、少しお話しできたらなとい
うこと。
それと、私自身スクールカウンセラーだっ
たり、スクールカウンセラーのスーパーバイ
ザーだったりという形で長年学校現場に携
わっています。スクールカウンセラーという
立場も、例えばアメリカなどのように、非常
に役割分担が進んでいるところでは、スクー
ルカウンセラー、スクールサイコロジスト、
あるいはさまざまな特別支援教育についての
専門家であったり、さまざまな支援をパート
パートに別れて行うということが実際には多
いわけですけど、日本の場合は、１人のス
クールカウンセラーが、そういう病気を総合
的に担当するという形になっていますので、
当然発達の問題、発達障害の問題にかかわる
ということになります。
一貫して大切だなと感じている、早期介入、
早期対応あるいは早期発見、そして二次、三
次障害を防いでいくというところについても、
少しお話しできたらなと思っています。
お手元にもありますので、余りここは時間
をとりませんが、本日の内容としては、大き
く「発達障害の理解と支援」「子どもへの気
づきや理解と保護者としての関わり方」、そ
して発達障害そのものを包括的、全体的に理
解していくには、どういうぐあいに考えて
いったらいいんだろうかということで、「発
達障害の全体的理解とその対応」についてお

話しできたらと思っています。ただ、もう１
点ちょっと欲張りましたので、全部お話しで
きたらいいんですけど、そういうぐあいに考
えています。
先ほど申し上げました、特殊教育から特別
支援教育ということで、どんなところが変
わったのか。現場の先生方からの声とか、い
ろいろな機会を通してお聞きする機会があっ
て、大まかなことをいいましたら、対象の幅
が広がったということですね。
知的な発達の障害のない発達障害の児童、
生徒への対応。特別支援教育の、一般的に軽
度とか高機能と言われている子どもさんへの
対応というところが加わってきたということ
です。
もう一つは、今までは特別支援学校とか特
別支援学級とか、非常に限定的な場で行われ
ていた支援が、普通の学級、普通の学校、地
域の学校の中、さまざまな場所で行われるよ
うになったというのが、大きな成果ではない
かなと思います。
実際に、その中で文科省が検討してきてい
る項目としては、校内委員会を設置すること
であったり、あるいはコーディネーターとい
う立場の方が必ず学校の中にいらっしゃいま
す。このコーディネーターになっている人、
その役割を担当している人は、最初は養護教
諭とか特別支援学級、かつての特殊学級の担
任とかが多かったですが、これはもうさまざ
まに、学校ごとに決めておられます。どなた
か、そういうコーディネートをする立場の方
がいらっしゃいます。その方のもとに、学校
の中で、例えば適正就学の委員会であるとか、
いろいろな適性の中でまた検討していく、組
織の中で検討していくというようなことにな
ります。
あと、個別の教育支援計画、個別指導計画、
こういうものを実際に。実は日本の教育の中
でも行われてきているんですけれど、非常に
まちまちだったんですね。私は現場とかかわ
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ることが多いので、ここに養護学校、特別支
援学級の先生方もいらっしゃるかもわからな
いんですけど、実際に年度初めにIEPが策定
されて、それについて先生や保護者とが一緒
に考えながらやっていったという。アメリカ
は割と訴訟社会なので、それがきちっと実行
されていないと訴訟が起こったり、非常にシ
ビアにこういうことを行っていっている現状
があるんですけれど、日本の場合は、これは
さまざまでした。結構学年末とか学期末に提
示されてくるというようなことがあったりし
て、その辺も力を入れていきましょうねとい
う感じにはなっています。
それから、専門家チームという形で、発達
専門の児童精神科医だったり、私のように臨
床心理士だったり、さまざまな職域の者が各
学校にいろんな形で実際に入って、対象の子
どもさんについてのアセスメントから指導計画、
あるいは先生方へのコンサルテーション、いろ
んなことを行うというようなこともあります。
よかった点ってどんなことかなということ
で、学校現場の先生方の声をお聞きする機会
がありましたので、簡単にご紹介させていた
だこうと思っています。
１つは、特別支援学校があるという、こう
いう専門性の向上とか、理解が広がる、こう
いうチーム支援というのが入ってきたという
ことですね。それから、そういう子どもさん
の苦手だというものに対応する枠組みができ
てきたということですね。さっき言いました
ように、コーディネーターが配置されたり、
発達障害に対応できる教員とか支援員なども、
特に支援員などは各自治体によって差はあり
ますが、かなりふ増えてきているということ
がございます。逆に、学校として対応しなけ
ればならない課題になっているわけですね。
それから、やっぱり１つ大きな違いは、通
常学級の中での特別支援、個別支援等を受け
られるようになったということが大きいと思
います。ただ、特別支援教育そのものがス

タートする以前も、私たちはやはり通常学級
の中にいらっしゃる特別な支援の必要な子ど
もさんについては、いろんな形でサポートし
てきたり、もう私自身も20年来そういうこと
でかかわっていますので、実際には行われて
はきたんですけれど、これが特別支援教育と
いうことで、学校がシステムとして取り込ん
でいくということになっています。
当然、知識、経験のある教員や指導に当た
れる人を養成していったりということにもつ
ながります。子どもは学習とか生活で、支援
を受けることができるようになったわけです
ね、そういう形で。
もう一点は、現場の先生方とかは当然ご存
じのことだと思うんですけれど、通級学級の
上限時間がかなり増えましたので、今までだ
と、拠点校みたいなところに通級学級があっ
て、大体週に数時間ぐらい、そちらで特殊教
育の支援を受けるということで自治体は取り
組んでいたり、あるいは自治体によっては通
級学級を学校の中に独立してつくったり、そ
ういう自治体もありましたが、いずれにして
も、上限時間がふえていますので、そういう
システム、通常学級で学んでいる子どもさん
たちが、通級学級で一定の時間、特別支援教
育を受けるということが、特別支援教育の通
達の中で行われるようになったということが
あると思います。
こういう中で、当然取り組んでいる先生方
をバックアップする環境が、地域格差という
言葉が正しいかどうかわかりませんけど、地
域によって学校によって非常に差があること
は確かです。これがまた一つの課題だと思い
ます。そういう意味で、実際に格差が広がっ
たということをおっしゃる意見もありました。
もう一つは、は現場で私も感じていること
なんですけど、障害特性そのものについて医
学的な知識は広がっているんですけど、例え
ば学習障害の中で、学校現場の具体的な対応
について、このあたりのところは、まだまだ
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課題があると思っています。
これは、例を１つ、２つ挙げていきたいん
ですけど、やっぱり今、いわゆる通常学級の
中に特別支援教育の対象の子どもさんがい
らっしゃると、先生は非常に。子どもはみん
な平等だから、同じように接しないといけな
いので、お母さんに、子どもさんのＡ君には
特別扱いできませんよって、30人来たら、30
分の１の扱いしかしませんよという形でおっ
しゃられたとかいう、よくそういうご相談と
か、いろんな報告とかあるんですけれど、実
際に、例えば30人の中に１人、支援の必要な
子どもさんに対して、どういう支援を入れて
いくのかというのが今、各学校でかなり違い
があります。
例えば、今本学が地域の学校と連携してい
る。特別支援教育の支援員という形で、そう
いう子どもさんにサポートをしているところ
もありますし、場合によっては、お母さんが
ずっとそこにいらっしゃる、この特別支援教
育が始まってからそういう場面を実際に見る
のは減りましたね。やっぱり以前は、本当に
通常学級で勉強する、生活するときに、お母
さん、それだったらついていてください、み
たいな感じで、多動の子どもさんだったり、
学習場面で適宜個別のサポートが要るという
ような場合には、ついておられたりというの
が多かったですが、いろんな形でそういう支
援員を活用したりとかという部分は進んでき
ている。ただし、そういう課題が今もまだた
くさん残っていると感じています。
支援を受ける子どもさんと同時に、例えば
その隣の席になった子どものお母さんから、
ちょっと子どもが落ちつかないので席離して
くださいとか言われたときに、先生がどう対
応したらいいかというので、当事者の子ども
さんに聞くと「いや、もう大丈夫です」みた
いなことになって、なかなかニーズが生かさ
れていかない。こういうときに、やはり特別
支援教育の今後の課題として、支援を受ける

子どもさん、そしてその子どもさんがもし通
常の学級にいらっしゃれば、その通常学級の
ほかの子どもさん、そして特別支援学級の場
合もそうですね、それぞれの子どもさんにど
ういう支援をしていくのか、あるいはそれぞ
れのニーズにどうこたえていくのかというの
は、一つ大きな課題だとは思います。
これも前からの問題といいますか、課題で、
障害告知といいますか、皆さんに子どもさん
の特性を知ってもらうことによって、クラス
の中でできるだけ皆さんにサポートをしても
らいたいし、また、なぜこういうことが起こ
るのかということで、支援が必要な子どもさ
んのお母さんとしては、できるだけ迷惑をか
けないためにどうしたらいいのかということ
を悩まれますね。
そのときに例えば、｢お母さん、皆さんに
説明してください」と言われる先生がいらっ
しゃったり、逆にお母さん方に説明したいん
だけど、させてもらっていいですかというよ
うな形で、そういう場面があったり、そうい
うときに私たちは、具体的にはもう個々の
ケースによってそれぞれに助言させていただ
いたり、先生にもコンタクトをさせていただ
いたりするんですけれど、実際にこれをどう
していくかというのは、４番目に書いていま
す、告知のタイミングの問題ですね。ずっと
ひた隠しにしているという状態で進んでいっ
た場合に、当事者の子どもさんがタイミング
そのものを得ていく、あるいは失っていく、
そういうことにつながっていくので、そのこ
と自体は引き続きの課題だし、私たちはやっ
ぱり個々に対応はしますが、一般的にはこう
いうぐあいに、ということでやっていること
は幾つかあります。今日は全体のおさらいの
部分なので次に行きます。
あとの課題としては、今言いましたように、
地域、学校、各先生においても個人差がある
この部分についてどうしていくか。当然、研
修等の対応は自治体はやっているわけですけ
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れど、それにプラスしてどういうことをやっ
ていくかということですね。
これもよく質問があったりするんですが、
個別の支援を受けているということで、年齢
的な問題もありますが、周りから特別扱いさ
れているということで、非常にそのこと自体
を拒否したり苦悩したりする子どもさんもい
らっしゃいます。なので、どういう形で支援
していくのか、あるいは子どもさんが理解し
ていくのか。これは、恐らく受容の問題だっ
たり、先ほどの告知の問題だったり、いろん
なことが絡んでくるということですね。
こういう中で、どうしてもいじめとか、仲
間外れなどの問題も起こってくる。あっては
ならないことですが、現実的には、先生が非
常によい学級経営をされていても、やっぱり
周囲の子どもさんから心ない言葉を言われて
しまうということで悩んでいるというよ相談
や電話が後を絶ちませんのでね、このあたり
のことも１つ課題になります。
これはSC、スクールカウンセラーとか別
の問題も入っているんですけど、連携の一つ
の課題として、発達障害特別支援教育の専門
家チームが学校に入ってその子をサポートす
る、サポートする対象の子どもさんのことを
スクールカウンセラーが実際にまだ把握して
いないとか、こういうようなことは現場では
よく聞くので、その辺の連携のところも恐ら
く大切だなと思っています。
あとは、特性に合った教育をするというこ
とを皆さんが共有するということですね。現
場にかかわる人たちが具体的に共有するとい
うことですね。昨日もある現場で依頼があっ
たんですが、特別支援教育の特別支援学級に、
通常学級と交流学級とで行き来している子ど
もさんに、特別支援学級の先生が、行ったり
来たりだらだらしてはいけないと注意をして
しまって、非常にこだわりの強い子どもさん
なので、もう僕は全ての先生から迷惑がられ
ていると悩んでしまったりとかいうことが起

こってきます。いかに共有し、共通理解し、
そして具体的な部分で、皆さんが同じ方向性
を持って対応していけるか。当然、役割分担
がありますから、それぞれ役割は違うわけで
すが、どういう方向性でやっていくかが大事
になっていくと思います。
公立だけじゃなくて、今、私立の学校の中
にも当然発達の子どもさんはおられて、いろ
いろなケース、ご相談はたくさんあるわけで
すけれど、いじめ・からかいを受けて退学し
て、もとの中学へ転校しても、対応が適切に
いかない、あるいは転校してきたということ
で、これは不登校の生徒も同じですが、いろ
いろな子どもがまた二次的な傷つきを受けて、
不登校をしたり、ひきこもりになっていった
りというケースも実際にはあります。そうい
うことも見ていかないといけないということ
ですね。
要するに、多様な支援が必要ということに
なるんですけれど。先ほども言いました、い
わゆる通級指導教育、それはニーズに応じた
場として社会性を培う、あるいは学習の面、
いろんなことで。今、実際に現場を見ていて
感じるのは、通級学級は十分に活用できると
ころもあるかもしれませんが、例えば通級学
級担当の先生が、たまたま担当に任じられた、
命じられたけれど、実際にアセスメントをど
うしたらいいのかわかりません、どういうぐ
あいに読み取ったらいいのかわかりませんと
いうところから、なかなかきちっと必要な役
割が回ってこないとか、実際にまだまだもっ
たいないなというケースを感じています。
それから、成果がどうやって広がっていく
かということですね。人材の育成、当然管理
職もそうです、それから、学校を……(？)、
これにどうやって適切に入っていくかという
ことですね。
でも、いろいろな人の力を借りてできると

ころが特別支援教育のよいところ。マンパ
ワーをフルに活用してやっていこうという、こ
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れを進めていくことができれば、非常に意味
のあるものにはなるだろうなと思っています。
そういう意味で、前後での変化ということ
でもう１点。これはどういうことかといいま
すと、導入の前後で、確かに気づきそのもの
はあるんですけれど、医療的モデルというか、
医療的なケアを重視するということがあって、
そこに将来、子どもは社会、地域で生きてい
くわけですから、教育とか医療とか福祉とか、
その部分とどう連携していくのかというとこ
ろが今一つの課題だろうなとは思っています。
医療とつながって連携していくことは非常に
大切で、そのときに保護者の方に見える連携
であったり、保護者を支援するという視点が
取り入れられた連携が必要だなと。学校の中
で、医療任せになってしまう。よく起こって
いるのは、医療の現場で何らかの診断がつい
たとかいう場合に、もうその診断だけが一人
歩きしてしまって。それは全部、例えばお薬
に頼って治すものなのかというと、それはそ
うではないですね。そういうところのケア、
連携のところがまだ十分にいかないというこ
とは、実際には起こっていると思います。
それから進学。これはもう一度簡単なおさ
らいですけど、義務教育に関しては特別支援
学校があって、地域の学校の中で特別支援学
級があったり、普通学級あったり、その他と
いうのは地域相談が入っているんですけど、
支援に入っていこうという形で義務教育の場
ではなっていっているわけですね。
中学校から高校に行く場合に、とってもい
いことやなと思うんですが、現場の先生方や
支援に長くかかわっておられる方は歴史的に
ご存じだと思うんですけど、特殊教育の時代
に特別支援学級、いわゆる特殊学級に中学校
の３年生までに在籍していないと養護学校に
は進級、進学できませんというような時代も
ありましたね、手帳を取ることによってでき
ますよという時代があったり、そして今は、
特別支援学級からの進路も非常に幅が広がっ

ています。実際に普通高校、それから単位制、
通信制、それから特別支援教育等の学校です
ね。特別支援学校もノーマライゼーションな
んかの非常に多様な視点、取り組みをしよう
というところも増えてきていますし、私立の
一部の高等学校の中には、特別支援学級に相
当する指導学級みたいなものもつくっていき
ましょうというところもできてきたり、非常
に幅が広がってきていると思います。
これもあくまで、共通理解するためのおさ
らいの部分なんですけど。私が今からお話し
させていただく中に出てくる言葉の用語の
部分で、ちょっとだけ専門的な話になって。
DSM‒Ⅳ‒TR、これがもうじきⅤになりまし
て、アメリカ精神学会の診断基準ですね、こ
の中で今、PDD、広汎性発達障害って言わ
れているところが、自閉症スペクトラムとい
う表現にまた戻っていくというようなことも
ありまして。大きく見てこういう高機能とい
うのは、これは言いかえたら軽度と言われて
いたりして、一般的にボーダーと言われてい
るIQ70という目安ですね、それを下回って
いませんという意味で、軽度とか高機能とい
う言葉が使われていて、その中に高機能自閉
症、アスペルガー症候群。対人関係、コミュ
ニケーション、言葉の発達、それからこだわ
りのところでアスペルガーの方は、この３つ
組ところの、この言葉のところに余り不得意
を抱えておられないということが多いですね。
だから、このうち幾つもというか、あるいは
PDD‒NOS、要するに特定不能の広汎性発達
障害、実際に医療現場では特定不能の広汎性
発達障害という診断がつけられていることが
結構あるんですけれど、そのうちの幾つかを
持っていますという、グレーゾーンみたいな
感じで書かれている場合もあります。
ADHDとLD、このあたりは一応知的なお
くれがありませんという70のとこをボーダー
で見ていくので、LDの診断がついている場
合は、非常に単純、シンプルに言うと、全
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IQが70を下回っていませんということに
なっていて。実際に子どもさんの、あるいは
現場で見ている先生方の関係者の方もきっと
お感じやと思うんですが、じゃあ69と70って
どう違うねんとか。
本当に、何回かこういう事例もあるんです
ね。お母さんが、判定機関で子どもの診断を
受けるために発達検査をなさって、泣きなが
ら「先生どうしましょう」って。｢どうされ
たんですか？」言うたら、もう間違いなく初
期のLDであったりとか、LDであろうという
ことで、診断を受けたらIQが69なので、あ
なたの子どもさんはLDではありませんと言
われましたとかね。だから実際にこのあたり
のところは、やっぱり実態をよく見ながら判
断、適用していくということを考えていかな
いといけないと思います。
今、非常に大切なものとして、レジリエン
スということが言われているんですけれど、
要するにこれ、１つは虐待というか、そうい
うケースで反抗挑戦性、行為障害とかという
形に移っていくというような二次障害を抱え
ていたりとか、身体化していくケースだった
りとか、こういうときに、いつもいつも指摘
されて、自己評価がどんどんと下がっていっ
て、結局その悪循環をやっている。つらいこ
とや困難に出会ったときに、それに対処して
いくレジリエンスが結局は育たなくて、薬が
必要になったりということにつながっていき
ますということが書いてあります。
逆に、そういう悪循環から脱出するために
は、だめだ、だめだ、だめな子だ、本人も叱
られるし、認めてもらえない、教師もいらい
らする、諦める、こういう中の悪循環ではな
くて、よいところを見つけて、その子が褒め
られたりしたら、達成感が得られたりしたら、
意欲が上がってきて、先生も自信を持って対
応することができて、ここでプラスに変わっ
てくる、簡単にこういう趣旨なると思います。
実際に、じゃあ落ちつきのない子は？とい

うと、たくさんいますね。
ここに１人登場してもらったんですけど、
環境が主要因の場合もありますし、子どもの
体に要因があるということもありますね。環
境の場合も、通常、どの子どもさんでも、時
や場所によって落ちつかなくなります。心の
内面に不安や葛藤を持っていても落ちつかな
くなる。なので、落ちつきのない子がみんな
発達に問題を持っているというのは、余りに
も浅慮な見方ということになります。子ども
自身の要因としては、知的な障害、発達障害
を持っている。広汎性、多動性の障害がある
ということですね。
これは復習を兼ねているんですけど、
ADHD、PDD、LDと、こういう子どもさん、
一体どうやって手助けしていくのという話に
なるんですけど、家庭や学校の環境を調整す
る、落ちつける場所であったり、集中できる
環境であったり、やさしい環境ですね。この
子たちには、ちょっとした刺激が物すごく過
敏であったり、ちょっとした叱責が非常に恐
怖であったり、そういう子たちにできるだけ
やさしい環境の中で、どうやっていくかとい
うことですね。
それから、医学的な抗精神薬を使わないと
いけないという場合も一時的な部分も含めて
ありますね。
それから、二次的な問題の発見と……(？)
等も大切です。それから、精神状況とか。例
えば、アスペルガー障害の子どもさんとずっ
と支援して、つながりながら、その人たちが
義務教育を終え、青年期を経て成人して、そ
の後ずっと長くつき合っていくというか支援
でつながっていっているので、たくさん大人
になっていってくださって、みんなそれぞれ
の生き方でしているわけなんですけれど、そ
ういう中で、やっぱり非常にこだわりの部分
だったり、特別な感情だったり、特別な思考
だったり、いろんなものを持っておられると
いうことが多いので、いわゆる一般的なカウ
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ンセリング、精神療法、それでやっていくと、
とってもそこが評価されて、本人がますます
しんどくなるということがあります。これは
別の領域の話になりますけれど、ちょっとそ
ういうことも含めて。
ADHD、衝動性、興奮性と言われるこれ
については、とにかく好ましい行動を見つけ
て、そこを評価され。これはもう普通の部分
なので、やっていきます。
不注意というのも、集中できない、でも、
いろんなことにひらめきがある。多動性でも、
多動性を生かした領域がある。衝動性は、衝
動のコントロールを身につければ、要するに
起こる時間の間隔が短いわけですから、この
間隔をどういうふうにするかとか、その間隔
がどうやって伸びるのかとか、そういうスキ
ルを身につけていけば、非常に実行力につな
がるとかもできてきます。
前の復習になるんですが、ここをもう
ちょっと見せてほしかったですというお話が
あったので、きょうもう一回持ってきている
んですけど。
学校に予備を用意するということです。こ
れは何かというと、物すごく忘れ物の多い子
どもさんいますよね。忘れ物をしないように、
私たちがいろいろ工夫をしたり、子どものス
キルアップをしていくわけですけれど、その
ときに、忘れ物をしたことによって、非常に
つらい目に遭う。要するに、勉強道具がない
ので１時間やることがない、そのつらさとか
その経験が、次に忘れ物をしないことに結び
つくかというと、この子たちは、どうすれば
次、忘れ物をしないかということが今、まだ
スキルが身についていないわけですので、そ
ういう体験をさせることによって得られるも
のがないんですね。
むしろ、そういうときに周りから非常に特
別な目で見られたり、だめな子やなって見ら
れることによる二次的な問題であったり、先
生に叱られたという恐怖による対人関係のい

ろいろな、この子たち特有の課題であったり、
いろんなことが起こってくるわけです。なの
で、忘れ物をしないという前提には、もう１
つ用意していくということが１つ入ってくる
という意味で、そこに書いています。
それから、注意が散漫な場合に、例えばい
ますよね、計算して、行を何でか知らないけ
ど、10問やったら２問ぐらいは行がもうずれ
ていたりとか、抜けているのに気がつかない
とか。でも、そういうときに定規１本をそこ
の一つ一つの計算の式のところに当てながら
やっていくということをこの子がやれば、非
常に見落としとか飛ばしが改善されるという
小さな工夫はいっぱいあるんですね。そうい
う工夫をするとか。
それから、私はお母さん、特にこれしてい
ただくんですけど、忘れないようにする工
夫ってたくさんあるんです。
その中で、先生と協力して連携しないとで
きないことが幾つかあって。例えば、小学生
だったら、連絡帳を書きますよね。そのタイ
プの子どもさんの場合は、一番前の席で、で
きたらど真ん中じゃなくて端っこのほうが、
子どもの圧迫感が少ないとか支援者が横につ
きやすいとかいう利点があるので、一番前の
端席とかをとっていただいたりするんです。
先生は全体に１回注意喚起というか、イン
フォメーションをする。そのときに目の前に
座っていれば、もう一回その子の確認をして
あげることができる。その座席一つも確認が
ありますし。小学生だったら連絡帳を書きま
すね。連絡帳は必ず、前の席でなくてもとい
うのはあると思うんですが、先生が後で持っ
ておいでって言って、またその子に持ってこ
させて確認する、もちろんそれでも確認はで
きるんですけど、先生も忙しいので、できる
だけそのときに前席で、この子の連絡帳を
ちょっとのぞいてあげたら書けているかどう
か、何が書けているかということがわかるわ
けですね。連絡帳を子どもが書いて帰らない

地域支援心理研究センター紀要.indd   39 2014/03/13   15:44:59



橋本　秀美：特別支援教育に役立つ子どもへの関わり方⑵　－支援者と親、それぞれの立場から－

－　 －40

ことには、お母さんが把握できないわけです
ね。その連絡帳を書いたところまでは、先生
がサポートしてあげて、確認してあげて、子
どもは、お母さんは今日の用意、連絡帳をこ
こに出しなさい出しなさいということになる
と、非常に圧迫する場合だったら、もうここ
に出しましょうという場所を決めておいて、
そこに置くようにするとか。なかなか出さな
い子だったらそういうぐあいにして、今度そ
れを確認して用意を一緒にする。それについ
ては、忘れ物のない経験をちゃんとさせてあ
げる。学校に予備があるということと意味が
違いますのでね、家から忘れ物がないように、
お母さんがちゃんと一緒に用意をして、確認
をしてあげる。そうすると、子どもはちゃん
と忘れ物をしないで持っていくと、どんなに
気持ちがいい、忘れ物をすると嫌な思いをす
るけど、しないと気持ちがいいとか、あるい
はそれによって周りからマイナスの評価を受
けることが少なくなったりとか、いろんな形
でよい経験を重ねていって習得していくもの
というのはたくさんあるので、そういう工夫
をするということも必要になります。
それから、これはきっとどこでも、いろい
ろ工夫されていると思うんですけど、特に視
覚のところの情報が整理ができにくい子です
ね。いっぱい入ってくると全部目に、視覚に
入ってしまう子。こういう場合は、つい立て
だったりカーテンだったりという形で、そう
いうものをつくってあげる、そういう場の工
夫をするということですね。
ルールを確認する。このルールの確認は非
常に大切で、最近だとやっぱりゲームだとか
で、何時間もやるとかいろんなことが起こっ
てきますよね。お母さんが毎日毎日、もうや
めなさいやめなさいとか怒る、子どもはまだ
やめない、いつもけんかになったり、叱責が
続く。ルールを決めましょうというときに大
事なことは「一緒に決める」ということです
よね。お母さんから、あるいは先生から、あ

んた、こうしなさいって言われたルールの中
には、本人にはできないと初めから疑問に思
うものだったり、困難に思うものもあるわけ
です。だから、一緒にルールを決めて確認す
る。そのときに一番大切なのは、できるルー
ルを決めるということです。だから、ちょっ
と緩めでも易しめでもいいので、できるとい
うルールを決めることによって、子どもはで
きたっていう経験をすることができるわけで
す。できたという経験によって達成感も得ら
れるし、褒めてももらえるし、お母さんも叱
らなくていい、先生も叱らなくていい、褒め
ることができる。先ほどの悪循環とよい循環
の関係ですね。ルールを決めるときはできる
ルールを決めていくということが、すごく大
事になると思います。そうやって確認し合っ
てルールを決めていくということですね。
それにも少し関連はしますが、目標という
のもそうですね。目標は、要するに一段一段、
一段階ずつ、これもできる目標を立てること
ですね。長期的な目標というのは、当然それ
があって中期、短期があるわけですけれど、
長期的な目標が一番苦手ですね、このタイプ
の子どもさんは。なので、まずそれを踏まえ
た上で段階的にやっていく。
跳び箱が１段飛べて、あっ、喜んでいる。
じゃあ、次３段やろう、５段やろうというと
きに、もうできない。チャレンジできない、
意欲も湧かない。失敗をして、もう僕はだめ
人間だ、また、あんただめねってなる。そう
じゃなくて、１段飛べたら、もう１回は１段
を飛ぶ。３回ぐらい１段を飛んでもいいです
ね。すっかり１段の自信ができたら、２段に
行く。２段もすっかり自信ができたら３段に
行く。これは、行動療法とか、そういういろ
いろな心理的な治療の技法の中にも取り入れ
られている方法の一部分ですけど、そういう
ぐあいに決めていくというのがすごく大事に
なると思います。
子どもは大声を出してはだめですとか言わ
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れても、自分の声がどれぐらいかとか、周り
がどういうぐあいに受けとめているかという
ことがわからないので、一応ボリュームを数
値化してあげるとか。今どれぐらいって。だ
から、心の中で話すときはゼロですよね。そ
ばの人にそっと話すときは１ぐらいですよね。
グループの中ぐらいに聞こえるのは２。クラ
ス全体に聞こえるのが３。これもあんまり段
階をたくさんつくるとわからなくなっちゃ
うので、もう本当に大まかな段階をつくっ
て、例えば隣、グループ内の話し合いのとき
に３ボリュームでやっているときは「今のボ
リュームどれぐらいかな？」と言ってあげて
「今、２でもいいかかな」とかいう感じでし
ていくと。
特に、多動でとにかくもう動きがとまら
ない状態のときに、何か書いてくださいっ
て、難解な問題を解きなさいとかじゃなくて、
ちょっとお手伝いみたいな感じで「ちょっと
これしてくれる？」とか、そういう形で、少
しガス抜きというか、そういうのをしていく
とかいう工夫をしてあげるという場合もある
と思います。こういう形でやっていくという
ことですね。
アドバイスのポイントって書いているのは、
そういうときに具体的なことってないのです、
要するに大事に育てていく。日常生活が円滑
にいくということで、みんなで工夫をする、
いろんな余裕を持って行くとかで、一番大切
なのは、常に具体的な説明をする。
これは、カウンセリングでもそうなんです
けど、若いスクールカウンセラーの方とかに
私、接するとかするときもいつも言うんです
けど、お母さん頑張ってくださいとか、励ま
して差し上げたりとかされたり、大事ですけ
ど、一番求めているのは、具体的にどうした
らいいかということですね。それに困ってい
る場合が一番多いわけですから、具体的な説
明をちゃんとして、具体的な態度をしていく
ということが大事ですね。

何か日本人って、褒めたら図に乗って怠け
者になるんじゃないかと思ってしまう向きも
あったりするみたいですけど、やっぱりこう
いう子どもさんは、もうとにかく褒めてあげ
ることで初めて、自分の存在が肯定できると
いうかな。ちょっと余談になりますけど、実
際に、お母さん毎日１日１回寝る前までに１
回褒めて寝るようにしてみましょうかねとか
言いながら一緒にやっていくと、大抵「いや、
１日１回、褒めることなんか見つかりません
よ」という感じで、初めすごい苦労するんで
すけど、実は当たり前ということで褒めてな
かったんですよね。例えば、お茶碗運んでく
れる。これはちゃんと、お手伝いをしてくれ
てありがとうって、一つ一つそういうことを
振り返ったり、確認して、そして子どもに伝
えるということが大事ですよね。何々ができ
てえらかったね、きょうはこれがえらかった
ね。その場で言ってあげないとわからないと
いうことがありますからね。例えば、朝やっ
たすごいいいことを、夜寝る前に、きょうは
朝、こうこうしてえらかったねって言われて
も、それは必ずしも入るとは限りませんので、
大事なのは「その場で」という部分で。とき
には薬が必要なこともありますが、このあた
りまで……(？)ですね。
対応の問題。もともと問題が、環境を提供
してくれて出てくるので、継続したかかわり
が必要ということになります。
広汎性発達障害、これもポイントとしてお
話ししていきたいと思います。
見てわかるようにするということですね。
特に視覚優位、目で見ることが非常に入り
やすい、理解しやすい子どもさんの場合は、
ボードだったりとかいろんなものを工夫。こ
れは実際に、今年も学校現場でやって、非常
にそれはその子どもさんとっては意味があっ
たというか。効果があったんですけど、ず
うっと通常学級の小学校の小さい子どもさ
んで、１時間に十何回とかトイレに行くん
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ですね。そのたびに先生に対して注目行動
で、「先生、トイレ行きます、トイレ行きま
す」って言ってから行くんです。で、支援員
にボランティアで、この学校の学生のいる現
場だったんで、トイレカード、｢トイレ行き
ます」ってカードを黙って先生に見せれば、
もうそれで先生が目で合図したらトイレに行
くという、そういうトイレカード。そうする
と、この子はそれでトイレに行くわけですね。
でも、子どもさんが「トイレに行きます、ト
イレに行きます」と言っているのにはいろん
な意味があるんです。多動であったりとか、
衝動的なものが抑えられないとか、いろんな
ことあるんですけど、やっぱり先生に注目行
動、確認行動をしたかったわけです。でも、
カードを出すことによる先生との確認行動に
よって、大体数回以内とかになっていったり。
やることは、その場その場で、たくさんある
と思います。
スケジュールを前もって伝えるのはすごい
大事ですけど、これも伝えるときに１つだけ
気をつけておかないといけないのは、明日
はこうこうです今日はこうこうですとスケ
ジュールを伝えます、こういうタイプの子ど
もさんはスケジュールの変更が非常に苦手な
ので、伝えてもらうということはすごい大事
なんですね。わからないまま臨むよりはすご
く大事なんです。ところが、ときにはそのと
おりにいかないということがあるんですよね。
もう全てちゃんと予定していたのにいかない
と。急にその場で起こったときにやっぱり瞬
時にやらないといけないことは、これはルー
ルが少し変わりました、スケジュールが変わ
りましたということをソフトに、できるだけ
知らせられる方法があれば知らせてあげるこ
とが必要です。だけれど、それと同時に、今
は変わらないはずだけど、もし変わったとき
には、その変わったルールになることもある
ということを了解してもらう。それは非常に
難しいんです。非常に難しいんだけど、その

方法は、今言いましたように、最初に決める。
スケジュール、内容によって違いますが、ス
ケジュールの変更が伝えられるようなものな
のか、瞬時にそういうことが起きたときには、
別の方法をとらないといけないのか。だけど、
ちょっとそういうところを必要とすること
も、絶対的なものじゃないということを一通
り、非常に矛盾しているんですけどやってお
かないと、絶対的なものを与えられたと思っ
ている子どもさんにとっては、もう大パニッ
クが起こるということはよくあります。せっ
かくスケジュールをちゃんと調べたのに、大
パニックが起こっちゃうということがあるの
で、そういうような工夫も必要かなと。
授業のルールの工夫、これは当然大事で
す。例えば算数の問題を解くとか、これも一
つのルール、解き方のルールですよね。だか
ら、ルールを学んでいくということは、生活、
ソーシャルスキルそのものでもありますけれ
ど、学習面にもとても必要なことなので、そ
のルールをどうやって工夫したり学ぶかとい
うことですね。
これは本当に長年、日々感じるんですけ
ど、やっぱり好きなこととか得意なこと、こ
れが初めからすごく見つかる子どもさんもい
らっしゃいますし、なかなか見つからないと
いう子どもさんもいらっしゃるかもわからな
いんですけど、やっぱりそれを生かしていく
ということで、その人生は本当に変わるとこ
とではたくさん、今までの中でも。セラピー
の工房(？)で、色塗りを交互にしたりする
のがあって、ある子どもさんは、もうすごく
色彩感覚がいいんですね。それで、少しセラ
ピーでアートを取り入れていきまして。今、
自分でも個展を開くぐらいの、一人立ちでき
るぐらいの画家という形で自立していった方
もいらっしゃいますし、いろんな意味で、特
に、今はコンピューター系が強い子どもさん
とかすごくいらっしゃるので、｢生かすも殺
すも」というとすごい言葉が乱暴ですけど、
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やっぱりどうやってそれを生かしていくのか、
そのためには非常にのめり込む、こだわる、
固執性、いろんなものを持っておられるので、
その中で、それとどうつき合っていくのかと
いう工夫、そういうものが必要になるという
ことです。
二次障害というのはこういう形で出ますと
いう話で。失敗ばっかりして、苦手なことで
失敗してつらい気持ち。もうだめだ、そこで
反社会的な行動につながっていったり、非社
会的な二次障害につながっていったりという
ようなことになっていくということですね。
工夫の一つとして、例えばお掃除。拭き掃除
を掃除の時間にするとしても、大抵この子た
ちは手抜きをしないとか規則を守るとか、そ
ういうようなタイプの子もいますよね。その
ときに、自主性に任せるとか、大まかな指示、
「ここ、やっとって」みたいな、それではで
きない。嫌がっているのに、わがままだとい
うことで無理やりやらせる。その場合に、や
るというこの子が行動をとれるような状況を
つくってやらせるのはいいんですけど、無理
やりやらせるとしたときには、いろんな弊害
があるということです。できるだけ、やり方
としては、守るべきこと、そしてあなたの役
割、できたらちゃんと評価してあげるという
ことが必要になってきますね。そうすると、
そうやって当番ができた、係ができた、自尊
感情が育っていく。お薬も要らないように。
これも学校現場で支援、学生が実際に入っ
ていただくときにやっていただくんですが、
掃除の時間、何していいかわからなくて、う
ろちょろしているという子どもさんもいます
よね。順番に１つずつ。まず、箒を出します。
きょうの範囲は、ここからここまでですと、
ちゃんと廊下に範囲を示します。ここから始
めて、こっちで終わりますと。どっちから始
めて、どっちで終わりますと。範囲が終わっ
たら、次にちりとりを持ってきます。ちりと
りと、次に箒を掃除箱から出します。ゴミを

ちりとりに入れます。で、ちりとりにごみが
集まったら、次に箒を置きます。で、ちりと
りを持って、ごみ箱に入れますという、一つ
一つ行動を具体的にやっていくというのが大
事だと思います。
時間的に厳しいのでざっといきます。
私たちが困ることということで、今話をし
たようないろんなタイプの子どもさんの中で、
急な予定変更とかそういうことはとても苦手
なので、前もって教えてくださいねというこ
とですね。
言葉で自分の不安とか気持ちを伝えたりす
ることとかがとても苦手なので、具体的に知
らせてくださいということですね。文字を読
んで理解することが得意な子どもさんについ
ては、黒板やノートに書いてくださいと、言
葉だけじゃなくてね。聴覚からすごく入りに
くい、非常に混乱した子どもさんなんかはそ
うですね。
それから、自由に過ごす。これは不登校な
んかの子どもさんが、学校に最初に行き始め
るときも休み出すときもそうなんですが、休
み時間ってすごい恐怖なんですよね。みんな
が自由にしているときというのは。これは対
人関係でもって恐怖しているのが不登校の子
どもさんに多いんですが、こういう発達系の
子どもさんの場合は、やっぱり自由とかとい
うことで自分が何をしていいのかわからない
ということがあるので、徐々にしてください
ということです。
それから、決してどならないでください。
とにかく怖さ、恐怖だけが残りますというこ
とで。
これを簡単にまとめると、何が苦手か得意
か。今はもう本当に社会的に超有名なこうい
うタイプの方の成功例ってたくさんあります
よね。そういう方たちも恐らく得意なところ
を生かしながら、苦手なところをどう補って
いくのかとか、もちろんそういう大きな会社
の社長さんとかになっている人は、恐らくそ
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ういうのはブレーンがやって、得意なところ
は自分で生かすという形になるんでしょうけ
ど、そんな例ばっかりではないので、そうい
うところを見ていくということですね。
学習面、行動面、そのあたりのところで見
ていきましょうということです。実際に、重
なり合っていることが多いです。なので、本
当にこの子、一体何だろうと。この子は、
ADHDです、LDです、PDDですと、そうい
う見方で見るのではなく、この子が持ってい
る特性は一体何だろうというぐあいに見てい
くと、それについての対処の方法もわかって
いくということですね。
これも前回の復習になるので急ぎますが、
パニックについては非常にいろんな方法があ
るんですけれど、落ちつける場所をつくって
あげるというのは大事です。そのときに例え
ば学校場面だったら、教室の中だったらどこ、
例えば何か掃除箱が好きな子多いですね。だ
から、後ろの掃除箱の中とか、そういうもの
を見つけていったり。これ結構やると割とう
まくいった例があるんですが、いわゆるお
守りというか、何か具体的にお守りを持って
て、これを少しさわると気が落ちつくんです
とか、そういう場合もありますし、何かそう
いうようなものを、結構小さいときから、愛
着タイプでいろんなものを持っている方がい
らっしゃるので、何かそういうのとうまく組
み合わせてつなげて、そういうことをやると
か、いろんな場合がありますが。実際に相
談して、できるだけパニックが起こるまでの、
まずは起こる回数が減ったり、起こったとし
ても落ちつくまでの時間が少しずつ短くなっ
てきたり、それをちゃんと支えてあげないと
いけないんですよね。前は１時間かかったけ
ど、きょうは30分で落ちついてえらかったね
とか、そうやって改善されたことをちゃんと
言ってあげないといけないですね。
これは、今までにお話しした内容と関連し
ているので、時間の関係で飛ばしていきます。

PDDの方は特にそうですね。社会的、コ
ミュニケーション、想像力、こういう問題の
ところに適切な対応が入るのか、不適切な対
応が入るのかということで変わっていきます。
不適切な対応によって、ストレスが非常に加
わってパニックを起こす。適切な対応によっ
て評価されたり、見通しがたったり、社会性
が伸びて独創性が育つという、こういう２つ
の悪循環といい循環との関係がありますとい
うことですね。
これは、ADHDの背景に虐待、特にPDD
の場合はネグレクトを抱えていることがある
というので。時間的に、すいません、飛ばし
ます。
本人へのカウンセリングのポイントとし
て、例えば相談ですね。カウンセリングと書
いていますけど、相談に来てくれたり、お母
さんに何か言ってくれたり、そういうときに
は、そのことをねぎらう。よく話をしてくれ
たね、とか。ぱっと聞くと、何と身勝手なと
思うようなことを言い続けていることがある
んですけど、とことん聞いてあげることです
ね。それはなぜかというと、その子の中では
どうしても筋が通らない、理解できないこと
が起こっているわけですから、それを聞いて
あげるということです。困っていることは何
かを理解して、受容するということです。日
常生活では、場面の相談に乗るということが
あります。どうしたらいいのかなという具体
的なことですね。具体的なことをやっていく
ということですね。
パニックの起こりやすい人には、そういう
工夫をしたり、一緒に考える。やっぱり努力
したことをとにかくねぎらって、褒めてあげ
ると。
実は小さいときから、みんな物すごく孤立
感(？)とか、孤独感を持っているんですね。
それを感じてしまうことが多くて、ずうっと
大人になるまで、その子とつき合いながら話
を聞いていると、本当に誰にもわかってもら
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えないという部分もあるんです。家族であっ
たり身近な人であったり、誰かが本当に愛情
を込めて一緒に考えてあげるとか聞いてあげ
るということが、そういうことが得られた人
と得られなかった人が、いかにその後のいろ
いろな生き方が違ってくるかというのは実感
しています。
お母さん、保護者の方がいてくださるかわ
からないので、もう当たり前のことだけ書い
ています。まず困っているところをちゃんと
受容しながら、今までのことは、これは形式
的にねぎらうとかじゃなくて、本当にみんな、
何ていうんでしょうね、つらい思いだったり
とかだったりいろんなことをしてこられるわ
けですから、一緒にそれを考える、一緒にそ
れに思いをはせる、それ自体がねぎらうとい
うことだと思います。
で、日常場面の具体的なことですね。
お母さんだけが孤立してしまわないように。
私は、よほどでなかったらご両親にお会いし
ます。できるだけ、それぞれの状況に合った
役割分担をしていくことが大事なので、そう
いうようにします。時間が必要な場合も、そ
れについて一緒に考えるということです。こ
ういう連携が大事です。
恐らく、私に与えられた時間が少しですの
で、15分くらいなので、ちょっと飛ばしつつ
行くことになってしまいます。
これは、話し方がおかしいとか、話さない
とか、こういうことが小さいときに。なぜか
というと、前方支援、できるだけ早い時期か
ら気づいて対応していくということは、言葉
にすれば早期対応とか早期介入とか言われま
すけど、非常に有効というか、違うんですね。
ただ、すごく遅い時期から対応したからと
いって、間に合わないということじゃないん
です。ただ、やっぱり早くからすれば、それ
だけ実りのあることもあるということで、こ
んなことがありませんかというので、いろん
なところから出ているお話ですね。

ちょっと時間が来てしまったので、そのあ
たりは、私、後日配布できるようにしますの
で、配布希望の方は、最後に受付で終わった
ら、住所を書いていただけますでしょうか。
いろいろ教室の中で、きっといろいろな困
難ってあるやろうなあということで、こうい
うぐあいに、苦手な教科であったり計算の問
題であったり、課題をやるという順番が待て
ないとか、人の思いが理解できないとか、集
団行動がとれないとかというようなことあり
ます。特にLD、ADHD、高機能自閉症、こ
ういう気づきや指導は、学校が中心的な役割
を果たしますので、学校の先生と家庭と専門
機関等の連携によって、できることがたくさ
んあるというということです。なので、その
チャンスを逃さないということは、すごい大
切だと思います。そうやって見逃さずにやっ
ていくということです。これを見逃してし
まって、学習上の困難とか構造上の問題を非
常に発展させていくと、いわゆる二次的、三
次的な障害とか問題とか言われるいろんなこ
とにつながっていく。一定の年齢以上で困難
を抱えている方は、ほとんどというぐらい、
もともとの特性そのものよりも、二次的、三
次的に起こってきたことというのが本当に多
いなと思っています。私たち、親や大人の思
いとしては、この子たちには学習面も行動面
も不利な状況にあって、そういう上で、そう
いう困難を抱えていき、どうやって支援して
いくかということが大切であるということで
すね。一人一人の子どもさんの成長発達に取
り組むということです。
不登校と発達の問題というのがありまして、
例えば発達の問題、課題があって、何らかの
困難を抱えてしまって学校に行きづらくなる。
学校に行かないということによって、ようや
くいろんな自分の抱えている苦悩や困難から
一時的に解放される状態になる。そして復帰、
学校とのつながりが、これが学校がつながっ
ていればそうならないんですけど、やっぱり
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つながりが薄くなったり切れていくと、ひき
こもりや長期化していくというような例がた
くさんあります。不登校の問題、かなり多様
ですから。背景、要因が、例えば発達の問題
を抱えていたとしても、さらにいろんな問題
が絡んできて起こってきているわけですから、
それを解決していくのはケースごとに違うの
で、今ざっとここに挙げていますが、また機
会がありましたら、この不登校の問題につい
ては背景要因をきちっと見ながらお話しでき
たらなと思います。
違う視点で発達障害というのを見ていくと
いう意味で、きょうは描画法と言いまして、
これは投影法という心理テストの一つではあ
るんですが、また心理療法といって治療にも
使うんですけれど。
私は長年、この発達障害、あるいは描画法
等にかかわっているので、たくさんの子ども
さんがたくさんの絵を描いてくださっている
んですけど。今日はこういう場で、当然誰も
特定できない状態で一般的にお見せしますが、
皆さんのお役に立つんだったら、こういう場
で見てもらっていいですよと言ってもらった
絵だけ持ってきたので、それで話をしたいと
思います。多分事例を話す時間はないと思う
んですけど。
これは、高機能自閉症で、多分ADHDが
ちょっと入っている方で、４年生の男の子の
ですね。この絵って、バウムテストって言い
まして、１本の実のなる木を描いてください
というテストなんです。これ一筆書きで、ず
うっとこういうぐあいに木を描いていまして、
これが１年後ぐらいの絵なんですけど、木そ
のものは非常に太くなって、安定した感じも
ありますけれど、人の目で見て、４年生の男
の子が書いた木の絵という感じで見るとどう
ですかね。知的には特におくれはないんです
けど、一筆書きで、とってもファンタジー
な絵ですよね。このタイプの子どもさんって、
この子も、これ「お化けリンゴの木」って書

いているんですけど、一般的な木って描かな
いことが多いですね。何か特定の木を描くと
いうのが多いんです。物事がすごく一般化し
にくいという特性が関係しているかなと思う
んですけど。これ、どこかにお化けが隠れて
いるって、非常にトリック的なことも好きで
すね。この絵を描いたどの子もが発達の課題
を持っている、そういうことじゃないんです
けど、こういう絵を見てもらうと、感じてく
るところがあるので、そういう意味でちょっ
と今日は幾つかだけですけど持ってきたんで
す。説明すると時間足りないので、ざっとい
きますけど。
これ家族画ですけど、冷蔵庫を描いて、お
母さんが料理しているところを描いているん
ですが、お父さんとちょっといろんな問題が
ありまして、お父さんを描いてないんですが、
実はここの、ちょっと見えにくいと思うんで
すけど、お母さんのフライパンは目玉焼きが
３つちゃんとありましてね、お父さんの分も
あるんです。この微妙な葛藤ですね。登場は
してないけど、ここにちょっとお父さんの目
玉焼きがあるんですけど。
これも非常に、脅威に感じているお父さん
が自分の上に乗っているんですけど、これも
非常に吹き出しの漫画チックな絵なんですけ
ど、まあこういう感じの絵をこの子は描いて
いる。
これを、この子の気持ちを理解する意味で
見てもらったらと思っているんですけど、こ
れ動的学校画といいまして、学校で先生とお
友達は何人でもいいので、先生と友達と自分
を書いてくださいという絵なんです。一番前
が先生ですね。この辺は友達です。これが本
人です。先生も友達も、ぐるぐるぐるぐる手
を回しているわけです。本人はこれ、手をこ
ういう形でもって。これは、この子にとって、
先生も友達も学校の中の周囲の人間というか、
とっても脅威なんですね。手がぐるぐる回っ
ている、こういう感じなんですね、この子か
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ら見ると。そういう一つの見方ができるとい
うことです。
これも次に学校の絵を描いたものです。こ
れなんか、トイレでウンチが描いてあったり
で、非常に異質な汚いものを描くとか、割と
そういう感じで描くことも多いんでけど。この
子の気持ちの、特性の一端みたいな感じでね。
これは、高機能自閉症で、この子もちょっ
とADHDが入っているんです。もともとは
普通に学校生活を送っていたんですけど、小
学校の５年生のときに、聴覚、耳から入る情
報に非常に敏感なんですね。それで音楽の時
間がすごい苦手なわけです、いろんな音が出
て。そのときにパニックを起こしちゃって、
ばあんって譜面台をぶつけたら、女の子にか
なりのけがをさせて、10針近く縫うようなこ
とになって、そのときにとっても叱られて、
毎日反省文を書かされて、そういう叱責を受
けて。叱られるわけですけれど、１カ月後に
はこの子、言葉が出なくなっちゃったんです。
いわゆる場面緘黙。家では、最低限のことは
お母さんに話をして、声は出るんですけれど、
学校では一切声が出なくなっちゃったんで
す。６年生から個別支援を入れまして。中学
校の３年生のときに私が一番うれしかったの
は。｢何が必要？」と言われたら「愛情」っ
て言うと、皆さん当たり前みたいに思われる
かわからないんですけど、やっぱり愛着形
成、本当に信頼できる人間との愛着形成がで
きてくる、そうすると、言葉の出ない、この
子の場合は緘黙ですけど、自閉症で言葉が非
常に出てない子どもさんが少しずつ、その愛
着形成ができた対象の人には言葉を発してい
く。支援に入っているボランティアさんの名
前を呼ぶとか、そういうことがよく起こって
くるんですけど、この子も、ずっと支援を入
れて、中３の卒業式のときには、舞台に立っ
て。この学校はみんなで歌を歌うんですけど、
本当にそこの舞台に立っていいかどうかって、
最後まで状況を見てやったんですよ。その子

は歌を歌いましたね、口パクだけじゃなくて、
ちゃんと声が出ていましたね。でも、この子、
すぐに場面緘黙が回復したわけではありませ
んから、長くかかった。そういう意味で、こ
ういう特性を把握して、どういう対応をして
いくというのは、非常に大切ということであ
ります。
この子も、木を描いてくださいのところで、
このときは「木の実」ってわざわざ描いてく
れたんですね。その次には、ドングリの木っ
て、何かとにかく特定化します。一般的な、
というのは少ないんですね。これも、しばら
くして描いた木ですけど。
これが、さっき申し上げた家族画です。あ
なたとあなたの家族の人たちが何かをすると
ころを描いてください。これもう完全なる間
取図ですね。この子の家族のイメージの中に
は、人じゃなくて物質だけなんですね、こ
の家の構造だけがあって。で、動的学校画、
さっき言いました学校のほうの絵です。これ
も学校のパンフレットかというぐらい教室の
配置図がありましてね。でも、この子にとっ
ては学校という場所はこういう構造化された、
無機質なこういうものなんですね。
一般的に言いますと、100人絵を描いて、
この学校画や家族画を描いてもらうと、100
人中100人、場合によっては99人が人を書き
ますね。だから、人を描かないのは、100人
に１人いるかどうかというぐらいのことを考
えてもらっていいんですけど、そんな感じで
すね。支援が入って、中２ぐらいで、本当に
その支援員との温かい関係ができてきて、い
ろんな中で、少し客観的に自分の家というも
のが、太陽が出てきたのが黒いですけどね、
ちょっと嬉しいかなと思いました。学校画の
ほうも、ほとんど変わらないようですけど、
少し学校、｢場面」という感じで出てきたん
ですね。
これ中３のときの家族画で、この人は高機
能の方でして、絵を描く、発達的なレベルと
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して、普通に人間が描けるレベルです。でも、
なぜか動物のような。これは、どういうよう
に見るかというと、心理的な退行、ちょっと
赤ちゃん返りしているという感じです。これ
も、中２のときの人物画なんですけど、退行
しているときは、こんな絵を描いているとい
うことです。
これは、ADHDの反抗挑戦性の方で、小
学校のときに５、６年でいっぱい友達にけが
させたり先生を箒で殴ってしまって、先生も
すごい大けがしたりいろんなことがあったん
だけど、お母さんは学校から、児相にちょっ
と相談しなさいということで行かれたんだけ
ど、子育ての話ばっかりでやめてしまわれて
いて、中学校に入って問題行動が続出して、
学校の中に警察も何度か入ってもらわないと
いけないというようなことになってから依頼
があって、学校の先生のコンサルテーション
と、お母さんのご支援と、本人の支援と。こ
の子も中学校２年からという遅い時期だった
ら、すごい苦労したんです。やっぱり支援員
と先生もキーパーソンで、よいモデルになっ
てくれる先生がいらっしゃって、学年主任の
先生が、私もこんなにメールとかやり取りを
して、おうちも何度も来られて熱心にしてく
ださいまして、よいモデルになってくださっ
たんですね。だから、この子が周りから単に
外れ者という感じじゃなくてどのように対し
たらいいかという、この子は自分の得意だっ
た分野を生かして、今はよい社会生活ができ
るようになった。まあいろんな経緯がありま
した。それがこれ、木の絵なんですけど。こ
の子が木を描いて、７％、50％、43％。７が
自分で、50が恨みで、43が復讐って言ったん
です。でも、復讐が50でなくてよかったなと
思ったんですけど。自分の親ですね。これも、
ちょっと時間がない。
これも、アスペルガーの女の子さんが描い
てくださって、このこだわりの部分ですね。
これもアスペルガーの高校生の男さんで、

これはエヴァンゲリオンの木といって、もう
50分ずうっとエヴァンゲリオンの説明しなが
ら描いてくれて。私、一生懸命勉強するんで
すけど、エヴァンゲリオンが難し過ぎてまだ
わからないことも多いのですけど。
これ、１つだけ言って終わります。これは
最初に木を描いたときに、猫もいるよ、鳥も
いるよ、隠れているよって、木の中に実だと
葉っぱだと言いながら、動物を描いてちょっ
とトリックなんです。これは、発達障害かな、
あるいは統合失調症かなというときに、２年
後に、やはり木の絵ですということで人を描
いてくれて、全部動物なんです、鳥やら。こ
こで少しやっぱり医療的行為、ずっと医療的
な部分をお話ししてたんだけど、かなり拒否
的だったんだけど、措置につながったという
ことです。
もう時間がないので。本当にもう、私、諦
めが悪くて、すいません。(笑）
もし、あれやったら、一応こういう本にも
いろいろ書いていますので。それは、もう本
当にそういうことで、おわびをして終わりま
す。(拍手）
 （了）
（注）
上記は、2013年２月23日㈯に、追手門学院
大学において開催された、地域支援心理研究
センター公開講座「子どもたちの健やかな育
ちのために⑵」の講演をもとに作成した。
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